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境 界 領 域 .特 集
近年 ,自`然科学は加速度的に発展 しているといわれ るoそれは量的
には よ り詳 しい定量化の方向へ ,質的には学問分野 の より多様化 の方
向へ進 ん七いるか らであろ う｡後者 について言 えは ,従来の生物 ,化
学 ,物理 ,更には数学 の学問分野 の手法 と対象を相互 にとり入れ た新
しい学 問分野 が作 られつつあるo これを一応境界領域の学 問 と呼ぶ こ
とにする｡現在物理の周園を見渡せば ,生物 ,化学 ,数学 と融合 した
境界領域の学問がか な りはっき りした形 をとって きてい るo 将来 を考
え るとき ,これ ら境界領域の学問が大 き く伸びて くるであろ うし ,必
然的に物理学の体系に大 きな影響 を与え ると思われるo今 ,い くつか
の境界領域 の学問を概観す ることは大 きな視野 で物 理学 を見よ うとす
ると､きの一つの指針を与え るであろ うo この特集 がその役 目を果す こ
とを期待 しているo
(編 集 部 )
-1-29-i
化 学 反 応 (1)
境界領域の学問の特集第 1回 目として tリヒ学反応 叫をとりあげたa
それは化学反応が自然界の発展の原動力 として重要な役 目を果 してお
り ,又物理的に見て も非常に興味深い ものを含んでいると考えたか ら









水素 - 酸素反応を例に とって
5.化学緩和に つ いての一 考察
4.遺伝形質発現系の反応力学
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